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取扱説明書 


お買い上げいたださまして、ありびとラござい 
ます。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みい 
たださ、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れる所に 
保証書、オンキヨーご相談窓口 -修理窓口のご 
案内ととちに大切に保管してください。 
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咖昼歷 

DIGITAL AUDIO 




主な巧長 

■ デジタル信号か日ピュアなアナ□グ信号を生成ずる新回路、 rVLSC(Vector Linear Shaping Circuitry )」 
を搭載し、飛躍的な音質向上を実現 

■ デジタル出力信号び音質回樹こ与える影響を最ル限に抑える独自の回路設計 「Direct Digital Path 」 を 
採用、これまでにないク U アな音像と洗練された音質を再現 

■ 超高精度ク□ック凳振器を採用 

■ デジタルサーボを採用、ディスクごとに最適値のサーボ量を自動調整 
■ デジタル出力端モとして光吕系統 
■ 金メッキピンジャック採用 
■極太電源コード 


付属品 

ご使巧の前に次の付属品がそろっていることをお確かめください。 

() 内の数字は数量を表しています。 

♦才ーデイオ用ピンコード （ Im ) (1) ケーブル (80 cm ) ....(1) 



♦取扱説明書 . （本書 1) 

♦保証書 .(1) 

♦オンキヨーご相談窓口.修理窓口のご案内…… (1) 


R ■端モ付きオンキヨー製 
品とのシステム接続をする 
ケーブルです。 （ RI ケー 
ブルの接続だけではシステ 
ムとして働をません。オー 
デイオ用ピンコードち正し 
く接続して < ださい。） 


カタ□グおよび包装宿などに表示されている型名の最後にあるアルフアベットは、製品の色を表ず記号でず。 
色は異なっても操作方法は同じでず。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽ち、時間と場所によっては気になるものです。 

110近所への配慮を十分にしましょラ。特に静かな夜間には窓を閉めた0、 
へッ ドホンをご使用になるのを一つの方法です。 

お互いにむを配0、快い生活環境を守0ましよラ。 
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才ーデイオ機器の正しい使いかた 


オーディオ機器を安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みくださし、。 


/絵表示について 

I この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただを、あなたや他の人々へのち害や 
I 財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよラになっていま 
I す。内容をよ<理解してか5本文をお読みください。 



A 警告 
A 注意 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死亡または重傷を負ラ可能性び想定 
される内容をおしています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容 
および物的損害のみの発生び想定される内容をおしています。 


絵表示の例 


A 


A 記号はを意(警告を含む)を促ず内容びあ 
ることを告げるものです。図の中に具体的 
なを意内容(左図の場合は感電を意)び描か 
れています。 

&記号は禁止の行為であることを告げるわ 
のです。図の中や近傍に具体的な禁止内容 
(左図の場含は分解禁止)び描かれています。 


〇 


♦記号は行為を強制した0指示する内容を 
告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な指示内容(左上図の 
場合は電源プラグをコンセントか5抜いて 
<ださい)び描かれています。 


A 警告 


■ 故障したままの使用はしない 


A を 

電源プラグをコンセント 
から巧いて<ださい 


♦万一、煙び出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると、乂災-感電 
の原因とな0ます。すぐに本機の電源プラグをコンセントから抜いてください。 

煙び出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼してください。 


■絶巧に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない 



♦本機の裏ぶた、カバーは絶対にはずさないで<ださい。内部には電圧の高い部分びあ0、感 
電の原因とな0ます。内部の点検-整備-修理は販売店に依頼してください。 

♦本機を分解、改造しないでください。火災•感電の原因とな0ます。 


■ 10 0 V むがの電圧で使用しない 


0 


♦本機を使巧できるのは日本国内のみです。 

♦表示された電源電圧（交流1日0ボルト）政外の電圧や船舶などの直滿 ( DC ) 電源には絶対 
に接続しないでください。火災-感電の原因となります。 


■ 放熱を巧げない 

0 


♦本機を逆さまや横倒しにして使用しないでください。 

♦本機を、専巧ラックし分外の押し入れや本箱など風通しの悪い狭い所に巧し込んで使用しない 
で < ださい。 

♦テーブルク□スをかけた0、じゆうたん、ふとんの上に置いて使用しないでください。 

♦本機を設置する場合は、壁か 5] 日 cml ； (上の間隔をおいてください。また、放熱をよくする 
ために、他の機器との間は、かし離して置いてください。ラックなどに入れるとさは、機器 
の天面横から 2 cmL ： LL 、 背面か引日 cml ； LL のすきまをあけてくださし、。 


■ 水のかかるところに置かない- 

♦風呂場では使用しないでください。火災-感電の原因となります。 

水場での 
使巧禁止 


♦本機は屋内専用に設計されています。说5さないようにごを意ください。内部にかび入る 
と、火災•感電の原因となります。 
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オーディオ機器の正しい巧いかた 


■ 水の入った容器を置かない 


0 


♦本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器やルさな金属物を 
置かないでください。中に入った場合、火災•感電の原因とな0ます。 


■ 中に物を入れない 


0 


♦本機の通風孔、ディスクの挿入□などか5金属類や燃えやすいわのを差し込んだ0、落とし 
込んだり しないで ください。火災•感電の原因と な 0ます。特にお子様のいる ご 家庭では ご 
を意ください。 


■ 中に水や異物が入った！5 


電源プラグをコンセント 
から巧いて<ださい 


♦万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐに本機の電源プラグをコンセントか5抜 
いて販売店にご連絡 < ださし、。 


■ 電源コードを傷つけたり、加工しない 


A 

0 


♦電源コードび傷んだ5 (芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。そのまま 
使用すると火災-感電の原因とな0ます。 

♦電源コードの上に重いわのをのせたり、コードが本機の下敷にな5ないよラにしてくださ 
し、。コードに傷びついて、火災•感電の原因とな0ます。コードの上を敷物などで覆うこと 
により、それに気付かず、重い物をのせてしまうことびありますのでごま意ください。 
♦電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に巧ばたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱 
したりしないでください。コードび破損して、火災-感電の原因とな0ます。 


■落としたり、破損した状態で使用しない- 

♦万一、 誤って本機を落とした場合や、キャビネットを破損した場含には、そのまま使用しな 
いでください。火災•感電の原因とな0ます。電源プラグをコンセントか5抜き、必ず販売 
巧にご相談ください。 

電源プラグをコンセント 
から巧いて<ださい 



■ 雷が鳴りだした！5機器に細れない 



参雷び鳴0だしたら、電源プラグには触れないで<ださい。感電の原因となります。 


■ 乾電池を巧電しない- 

^ ♦乾電池は充電しないでください。電池の破裂や液ちれにより、火災、けがの原因となりま 

0す 


A 注 局 


■ 設置上のま意 

0 


♦強度の足りない台やぐらついた D 、 傾いたりした所など、不安定な場所に置かないでくださ 
し、落ちたり倒れたりして、けがの原因となることびあります。 

♦本機の上に他のオーディオ機器を乗せたまま移動しないでください。倒れたり落下して、け 
びの原因となることがあ0ます。 

♦本機の上に1日 kgL ん L の重い物や外枠か5はみ出るような大きなものを置かないでくださ 
し、バランスび<ずれて倒れた0落下して、けびの原因となることびあ0ます。 


■ 次のよラな場所に置かない 


0 


♦調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気び当たるような場所に置かないでください。火災•感 
電の原因となることびあ0ます。 

♦湿気やほこりのをい場所に置かないでください。火災-感電の原因となることびあります。 
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オーディオ機器の正しい巧いかた 


■ 接続について 

A 

■ 使用上のま意 


0 


♦本機を他のオーディオ機器やテレビなどの機器に接続する場含は、それぞれの機器の取扱説 
明書をよく読み、電源スイッチを切り、説明に従って接続してください。また接続は指定の 
コードを使巧してください。指定 m 外のコードを使巧したりコードを延長したりすると、発 
熱し、やけどの原因となることげあります。 


♦ レーヴー光源をのぞさ込まないでください。レーヴー光げ目にあたると視力障害を起こすこ 
とびあ0ます。 

♦おテさまびディスクトレイに手を入れないようにごを意くださし、けびの原因となることび 
あります。 

♦ひび割れ、変形、または接着剤などで補修したディスクは使用しないで<ださい。ディスク 
は機器内で高速回転しますので、飛び散ってけがの原因となることびあります。 

♦本機に乗った0、ぶ5下がった0しないで<ださい。特にお子様にはごを意くださし'>。倒れ 
たり、こわれたりして、けがの原因となることがあ0ます。 

♦キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利用した製品を近づけないでくださ 
し、磁気の影響で製品び使えな<なった0、データび消失することがあ0ます。 


■ 電源コード、電源、プラグの注意 


Q 


♦電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆び溶けて、火災•感電の原因と 
なることがあ0ます。 

♦めれた手で電源プラグを巧き差ししないでください。感電の原因となることびあります。 
♦電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張5ないでください。コードび傷つさ、火災- 
感電の原因となることがあ0ます。必ずプラグを持って抜いてください。 

♦蕾原]-ドをまねた状態で使用しないでくださし、。発熱し、火災の原因となることびあります。 


電源プラグをコンセント 
から巧いて<ださい 


■ 電池について 

A 


♦旅行などで長期間、本機をご使用にな5ないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセン 
卜か5抜いてください。火災の原因となることがあ0ます。 

♦移動させる場合は、必ず電源プラグをコンセントか5抜さ、機器間の接続コードなどが部の 
接続コードをがしてか5行ってくださしんコードび傷つき、火災•感電の原因となることび 
あります。 


♦電池を U モコンに挿入する場合、極性表示（プラス+とマイナスーの向さ）にを意し、表示 
通0に入れてください。間違えると電池の破裂、液もれにより、火災、けびや周囲をミち損す 
る原因となることびあります。 


0 


♦指定じ(がの電池は使巧しないでください。また、新しい電池とちい電池を混ぜて使巧しないで 
ください。電池の破裂、液もれにより火災、けびや周囲のミち損の原因となることびあります。 
♦電池は、加熱した0、分解したり、火や水の中に入れないでください。電池の破裂、液われ 
によ0、火災、けがの原因となることびあります。 


■ 点検-工事について 


怎 

電源プラグをコンセント 
から抜レてくださレ 

A 

0 


♦お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントから抜いて巧ってください。感電の原 
因となることがあ0ます。 


♦使巧環境にちよ0ますび、2年に1回程度の機器内部の掃除をお勧めします。ちよ0の販売 
店にご相談くださし、。 

本機の内部にほこ0びたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることび 
あります。特に湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。なお、掃除、点検費 
用等についてち販売店にご相談 < ださし、。 

♦電源プラグにほこ0げたまると自然発火（トラッキング現象）を起こすことび知5れていま 
す。年に数回、定期的にプラグのほこりを取0除いてください。梅雨期前び効果的です。 

♦シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装がはげたり変 
形することびあります。 



♦表面の'汚れは、中性洗剤をうすめた液に巧を浸し、固く絞って拭き取ったあと、乾いた巧で 
拭いてください。 

化学ぞラきんなどをお使いになる場合は、それに添付のを意書きなどをお読みください。 
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本体、リモコンボタンの名前と働を 


[前面パネル 

詳しい説明は f 〕内のページをご覧ください。 



① STAND 巨 Y / ONJtt タン〔14〕 

電源のスタンバイ/オンを切り換えます。 

感 D 旧 PLAY ボタン〔17〕 

表示部の表示を切0換えます。 

⑤ディスクトレイ〔14〕 

ディスクをセツトします。 


才ープン/ク□—ズ 

④ A ボタン〔14] 

ディスクトレイを開閉しまず。 


⑥ W / W ボタン〔1引 

曲の頭出しをします。 

押し続けると、早戻し/早送 D をします。 

® STANDBY インジケーター〔14] 

本機びスタンバイ状態のときに点なします。 

③リモコン受光部 [10] 

U モコンか6の信号を受信します。 


⑨ II ボタン〔1已〕 

再をを一時停止しまず。 

颇■ボタン〔14〕 

再生を停止しまず。 

⑩ ►ボタン〔14] 

ディスクを再生しまず。 


® 表示部 

次ページをご覧ください。 











の ►表示 

ディスク再生時に点灯します。 

ボーズ 

③ ■核お 

一時停止中に点好します。 

⑤トラックナンバー表示部 

ディスクの再生トラック、総トラックなどを表示しま 
す。 

④ TOTAL REMAIN 表示 

再生中の巧の残り時間び表示されているときは 
「 REMAIN 」 び、ディスクの残り時間び表示されている 
ときは 「TOTAL REMAIN 」 が点灯します。 


感 RANDOM 表示 

ランダム再生するとをに点灯します。 

(6) MEMORY 表示 

メモリー再生び設定されているときに点灯します。 

③こ3表示 

リピート再生するとをに点灯します。 

® 時間表示部 

ディスクの再生時間、残0時間などを表おします。 



® ANALOG OUTiS ? 〔13〕 

付属のオーディオ用ピンコードを使って、アンプなどの 
アナ□グ音青入力端子と接続します。 

③ DIGITAL OUT OPTICAL 端子〔13〕 

市販のオーディオ用光デジタルケーブルを使って、録音 
機器やアンプなどのデジタル音声入力端子と接続しま 
す。2つの端テは、同じデジタル音声を出力します。 


(3) RI REMOTE CONTROLS 荒子〔13〕 

R ■端子のあるオンキヨー製アンプなどと接続し、連動 
させるための端テです。 

R ■ケーブルの接続だけでは連動しません。オーディオ 
巧ピンコードち正しく接続してください。 
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本な:、リモコンボタンのち前と働を 


ソモごン 


本機にリモコンは付属していませんが、 INTEC 27 已シリーズの A -933 (アンプ）に付属のリモコン RC -613 S または、別 
売の CD 専用リモコン RC -289 C を使って本機を操作ずることができまず。 

詳しい説明は〔〕内のページをご覧<ださし、。 

■ A -933 に付属のリモコン （ RC -613 S ) 


ON ポタン〔14〕- 

アンプの電源を入れます。もラー 
度巧すと、接続した機器の電 
源び入り、本機の電源も入ります。 


ポーズ 

II ボタン C 15) —— 

再生を一時停止します。 


■ボタン〔14)一 

再生を停止します。 


W ボタン〔1日）- 

再生を早戻しします。 


W ボタン。已〕- 

再生中の巧または、前の巧の 
頭出しをします。 


MEMORY ボタン〔1色〕- 

再生する曲慣を記憶します。 


ON STANDBY 

赞 €) 

I 回国函函 [ 
!國国画画! 

■ ^ j ] ^0 " Q ) 



国国国 

- TAPE/CDR - 

國国国 



n 

[[timer |1 

R 

Lj 

([e … ujl 

y 



そ微 ◎ 


数字ボタン U 已〕 

選曲に使用します。 


CLEAR ボタン[16〕 

記憶した巧を取り消します。 


►ボタン[14〕 

再生を始めます。 


►►ボタン〔1己） 

再生を早送0します。 

► M ボタン C 15] 

次の巧の頭出しをします。 


ディスプレイ 

D 旧 PLAY ボタン C 17) 

表示部の表示を切り換えます。 


リビート 

REPEAT ボタン C 17) 

くり返し再生をします。 


RANDOM ボタン〔17〕- 1 I ONKYO I 

巧对膜不同に再生します。 AC 備 


■別売の CD 専用リモコン （ RC - 吕 89 C ) 


オープン/ク□ーズ 

A ボタン [14) - 

ディスクトレイの開閉をします。 



CD プレーヤー操作ポタン—— 
C 14.15) 

II :再生を一時停止します。 

■:再生を止めます。 

► :再生を始めます。 

再生を早戻しします。 

再生を早送りします。 

144 再生中の曲または、前の 
曲の頭出しをします。 

► M 次の巧の頭出しをします。 


白 ij ロロ ロ 

マ 

ロロ ロロ 


[__] NEXT SELECTION | fWNDOM 
DISC 1 DISCS DISCS リ I 

ロロ CD iCE - 

DISC4 DISC 5 田 SC6 || 

口—口—口 i 

—1 二一; 一-一 3_ j ( •柳 Tj 

ロロ ロ I 白 

4 5 6 ]r»e«RVl 

ロロ ロ I お 

7 8 9 IfCLEAR 1 

ロ ロ具 tpj 
□と! 


3NK ， 

IEM0TE C0I 


: YO 


本機では使用しません 

ランダム 

RANDOM ボタン[17〕 

曲を順不同に再生します。 

REPEAT ボタン [17) 

くり返し再ををします。 

MEMORY ポタン C 1 目〕 

再生する巧順を記憶します。 


CLEAR ボタン〔1巨〕 

記憶した巧を取り消します。 


数字ボタン U 已〕 

選巧に使用します。 


团阻陌 

DIBITAL AUEHa 
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■ J モコンにごいて 


本機を操作できる各ポタンについては、目ページをご賣く 
ださい。 

A -933 にが属の U モコン ( RC -613 S ) 
で本機を操作ずる 

A -933 (アンプ）と RI 接続すると、 A -933 に付属の U モ 
コン RC - 目1 3 S で本機を操作することびでさます。 

一 ■*—*»* -- 

ご注意 

円 I ケーブルの接続だけでは、システムとして働さません。 
オーデイオ用ピンコードを正しく接続してください。 

リモコンの使いかた 

U モコンを A - 日33 (アンプ）の1」モコン受光部に向けて操 
作してくださし、。 



電池の入れかたと交換のしかた 

1 . カバーを矢印の方向に持ち上げてはずず 



吕.中の極性表示にしたがって乾電池2個をプラス©とマイ 
ナス©を間違えないよラに入れる 



別売の CD 専用リモコン ( RC -289 C ) 
で本機を操作ずる 

リモコンの使いかた 

リモコンを本機のリモコン受光部に向けて操作してくださ 
い。 




• 種類の異なる電池や、新しい電池とちい電池を混用しないで 
<ださし、。 

• 長期間 U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐた 
めに電池を取り出しておいてください。 

• 消耗した電池を入れたままにしておきますと腐食により U モ 
コンをいためることがあります。 U モコン操作の反応び悪く 
なったときは、古い電池を取り出して2本とも新しい電池と 
交換して < ださし、。 

• 使用頻度にちよりますが、付属の電池の寿命は約6力月で 
す。電池の交換時には、単3形をご使用<ださい。 



. U モコン受光部に日光やインバーター堂光巧などの強い光を 
直接当てると正しく動作しないことびあります。 

• 赤外線を使った機器の近くで使用したり、他の U モコンを併 
用すると誤動作の原因となります。 

• U モコンの上に本など、ものを置かないでください。ボタン 
び押し続け b れた状態になり、電池び消耗してしまラことび 
お0ます。 

. オーデイオラックのドアに色付きガラスを使っていたり、装 
飾フイルムを貼っていると、 U モコンび正南に機能しないこ 
とびおります。 

. U モコンと U モコン受光部の間に障害物があると操作でさま 
せん。 
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ディスクの取り扱いについて 


あなたび録音したものは、個人として楽しむほか 
J ホ著作権法上、権利ちに無断で使用できません。_ 

•再生上のご注意 

CD ロンパクトディスク）はディスク （7[] ザを P お 
ラベル面にち®マークの人ったものをご I OJUe'l ^ 

使用 < ださい。 DIGITAL AUDIO 

パソコン用の CD-R 日 M など音楽用でないディスクは使用し 
ないでください。異音の発生などでスピーカーやアンプの 
故障の原因となります。 

•複製制限機能（コピーコント□ール機能）のつい 
た音楽 CD の再生について 

複製制限機能（コピーコント □- ル機能）のついた音楽 CD 
の中には、正式な CD 規格に合致しないちのびあります。そ 
れらは特殊なディスクのため、本機で再生できない場合げ 
あります。 


•八ート型や八角形など特殊形状のディスクは使用しなし、 
で<ださい。機器の故障の原因となることがあ 0 ます。 



ひび割れ、変形または接着剤などで補修したディスクは使 
用しないで < ださし、。 

ディスクは機器内で高速回転しますので、飛び散って機器 
の故障の原因となることびあります。 

• レンタル CD のま意について 

CD にセ□八ンテープやレンタル CD のラベルなどのの 0 び 
はみ出したり、剥がしたあとびあるをの、また飾り用の 
シールを貼ったものはお使いにならないでください。 CD び 
取り出せなくなったり、故障する原因となることげありま 
す。 


•取り扱いについて 

再生面（印刷されていない面）に触れないよラに、両端を 
はさむよラに持つか、中央の巧と端をはさんで持って<だ 
さし、。 



再生面はちちろんプ U ント面に紙やシールを貼ったり、文 
字を書いたりしないでください。またさずなどをつけない 
よラにして < ださい。 

•お手入れについて 

'汚れにより信号読み取 0 び低減し、音 
質が低下する場含びあ 0 ます。巧れて 
いる場合は、再生面についた指紋やホ 
コリを柔らかい巧でディスクの内周か 
ら外周方向へ軽くおいてください。 

汚れがひどい場含は、柔5かい布を水 
で浸してよく絞ってからミちれを巧き取 
り、そのあと柔 5 かいなで水気を拭き取ってください。ア 
ナ□グレコード巧スプレー、帯電防止剤などは使用できま 
せん。また、ベンジンやシンナーなどの揮発性の薬品は表 
面び侵されることびありますので絶対に使用しないで < だ 
さい。 

•保管上のま意について 

直射曰光のあたる場所、暖房器具のおくなど、温度び高く 
なるところ、極端に温度のほいところや、湿度の高いとこ 
ろはさけ、必ず専用ケースに入れて保管してください。 

•結露について 

本機を冷えた所か5暖かい部屋に持ち込んだり、寒い部屋 
をストーブなどで急に暖めた場を、本機の内部に水滴びつ 
くことびあります。これを結露といいます。そのままでは 
正常に働かないばか 0 ではなく、ディスクや部品ち痛めて 
しまいます。本機をご使用にな5ないとさは、ディスクを 
取 0 出しておくことをおすすめします。 

結露しているおそれびある場をは、本機の電源を入れて約1 
時間放置してか5ご使用ください。 
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接続をする 



• 接続する機器の取扱説明書わ必ずお読みください。 

• 電源コードは全ての接続び終わるまでつなびないでくだ 
さい。 

オーディオ用ピンコードはむ下のように接続してく 
ださい。 

•入力端テは赤いコネクターをちチャンネル （ R の表 
お）、白いコネクターを左チャンネル （ L の表示）に接続 
して < ださい。 

左(白) mzZCnnnD-v y^^mnETi 卜 を(白） 

も(赤）、■側も(赤） 


•コードのプラグはしっかりと 
奧まで差し込んでください。 
接続び不完全ですと、雑音や 
動作不良の原因になります。 

• オーディオ用ピンコードは電 
源 コー ドや スピーカーコード 
と束ねないでください。音質 
び悪くなることがあ0ます。 



光デジタル出力端モについて 

本機の光デジタル出力端テには、保護 / 
キャップび取0付けられています。 K 

接続時は取0はずして、大切に保管 
してください。端テを使用しない場合 
は、必ずキャップを元どおりに取0付けて 
<ださい。 




INTEC 27 已シ U —ズの組み含わせで Fn ケーブル、オーディオ用ピンコードを接続すると、次のシステム機能を使ラこと 
がでをます。 RI ケーブルとは、本機に付属しているオンキヨーのシステム動作用ケーブルです。 INTEC 27 已シ U —ズの 


アンプ、 MD レコーダー、カセットテープデッキ、チ 

f システム接続のしかた 

I ( INTEC 27 日シ U —ズの接続） 


ューナーと 接; 


続する場合 


アンプの取扱説明書をご覧ください。 


才ートパワーオン 

本磯の電源を入れた0、再生を始めると、アンプの電源び自動的に入0ます。 


ダイレクトチェンジ 

本機めボタンを押すと、アンプの入力び自動的にに〇」に切りおわ D ます。 


1」モコン操作 

アンプに付属の1」モコンで本機を操作することびで 
をます。 


タイマー操作 

チューナーでタイマー時間を設定し、タイマー操作 
びでさます。 


C □ダビング 

MD レコーダー、カセットテープデッキとの組み合 
わせで便利な CD ダビングびワンタッチで行えます。 


詳しくは本取扱説日月書9ページをご覧ください。 


詳しくはチューナーの取扱説明書をご覧ください。 




詳しくは MD レコーダー またはカ セッ ト テープデッ 
キの取扱説明書をご賣ください。_ , 

デジタルレック レベル アジヤストメ ント 

《 DLAI ま 、 Digital Rec Level Adjustm 飢 t の略です。 


シンク□録音 

MD レコーダーまたはカセットテープデッキを録音待， 

機状態にしておけば本機の再生操作のみで録音び自 I 
動的に始まります。_ イ 

DLA*LINK 機能 、 

本磯の ピークサーチ データに よって、 MD レコー I 
^'―びデジタル録音レベルを自動設定します。_ , 

• 接続び正しくないと各機能は働きません。] 3ページを参照しなげ5オーディオ用ピンコード、 RI ケーブルを正しく接 
続して < ださし、。 

• システム機能については、各機器の取扱説明書わあわせてご賣ください。 

•一部旧 INTEC 27 日シ U —ズ製品との組み合わせで動作しない機能びあ0ます。 
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接続をする 


アンプとアナロク巧緑をする 

本機の ANALOG cSCfr 端子 ( D とアンプのアナ□グ音靑入力 
端子を接続しまず。 

R ■端テ付きのオンキヨー製品と組み合わせてシステム機能 
を使うときは、付属の RI ケーブルで本機の RI 端テとアン 
プの RI 端テを接続してください。 

例：オンキヨー製アンプ （ A -933) との接続 


[アンプゃ Mmm 器とデジタル接続する\ 

デジタル音声入力端テのあるアンプと接続するとさや、デ 
ジタル録音するとさは、この接続をしてください。 

• 日 PT に AL 端テはどちらち同じ信号を出力します。 

本機の D に ITAL OUT OPT に AL 端子とアンプや録音機器 
のデジタル音声入力端子を接続しまず。 



. 2つの RI 端テの働さは同じです。いずれかに接続して<だ 
さい。 

. システム機能については、各機器の取扱説明書ちあわせてご 
覧< ださい。 

• RI 端テの接続だけではシステムとして働きません。 
オーディオ用ピンコードち正しく接続してください。 


INTEC 27 已シリーズとの接続は、 A - 日33(アンプ)の 
取扱説明書をご覧ください。 



[ m 源コードを接続する _ 

電源コードのプラグをコンセントに差し込みまず。 



よりよい音で聞いていただくために 

本機の電源コンセントは極性の管理びされています。電源 
プラグの目印側を家庭巧電源コンセントの溝の長い方に合 
わせて差し込んでください。家庭巧電源コンセントの溝の 
長さが同じ場合はどち5を接続してもかまいません。 
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CD を再生する 




電源を入れる 

'v ,, 醫疆 — 醫 ^ 


[CD を再生ずる J 





の STANOBY/ON 



STANDBY / ON ボタンを巧ず 

STAND 巨 Y インジケーターび消え、表示 
部び点灯します。 

スタンバイ状態に戻ずには 

STAND 巨 Y / 日 N ボタンをちラー度押しま 
す。 


ON ボタン 



スタンパイ 

STANDBY ボタン 


A -933 に付属の 
IJ モつン ( RC -613 S ) 


システム全体の電源を入れる 

INTEC 27 己シ U — ズの A - 目33 (アンプ)と組み合わせる場合: 



リモコン 

( RC -613 S ) 


A -933 に付属のリモコンの ON 
ボタンを巧ず 

A -933 の電源び入ります。 


2 



リモコン 

( RC -613 S ) 


もラー度 ON ボタンを巧ず 

R ■接続したすベての機器の電源び入り、 
本機の電源を入ります。 


システム全体をスタンバイげ態に戻ずには 

スタンバイ 

A -933 に付属のリモコンの STAND 巨 Y ボタンを押します。 


ストップ 

■ボタン 



U モコン ( RC -613 S ) 


■ボタン 



別売の CD 専用 
U モつン ( RC -289 C ) 



リモコン 

( RC -289 C ) 


オープン/ク□ーズ 

A ボタンを f 甲ず 

ディスクトレイび開をます。 

CD をディスクトレイにセツトずる 

印刷面を上にして 
ディスクトレイの上 
に置さます。 8 cm 
CD のとをは、内側 
の<ぼみの中に置さ 
ます。 



2 



リモコン 

( RC -613 S ) 


►ボタンを f 甲ず 

ディスクトレイび閉じ、再生び始まりま 
す。 

• A ボタンでディスクトレイを閉じたとさ 
は、再生は始ま0ません。 

再生を止めるには 

t ■ボタンを押します。 

ディスクを取り出ずには 



リモコン 

( RC -289 C ) 


A ボタンを押します。 
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CD を再生する 



U モコン ( RC -613 S ) 


U モコン ( RC -289 C ) 


再生を一時停止ずる 


早送り/早戻しをずる 



リモコン 

( RC -613 S ) 


■■ボタンを f 甲ず 

ポーズ 

表示部に H 表示び点灯します。 

わラー度押すか、ボタンを押す 
と、一時停止したところか5再生 
び始まります。 



リモコン 

( RC -289 C ) 


本体每典 

または 



リモコン 

( RC -613 S ) 



'•二'、 

I 」モコン 

( RC -289 C ) 


本体の!ボタンまた 
はリモコンの◄◄/►►ボタ 
ンを f 甲し続ける 

本体の!◄◄ボタンまたはリモコン 
の◄◄ボタンは早戻しとなり、本 
体のボタンまにはリモコンの 
►►ボタンは早送りとなります。 


聞きたい巧を選ぶ 


聞さたい巧を指定ずる 巧至8 



''こ，— X /、:ーー 

U モコン 

( RC - 白 13 S ) 



た’- 

リモコン 

( RC -289 C ) 


ボタンを f 甲ず 

再生中に！◄◄ボタンを]回押すと今 
聞いている巧の頭に戻り、続けてち 
う1回巧すと前の曲こ戻ります。 
ボタンを押すと次の曲に進みます。 
停止中は5^>^’ボタンを巧ずと再生び 
始まります。 


国国国国 
国国国国 
國國國 




リモコン 

( RC - 白 13 S ) 

占ろろ 

4 5 6 

ロロ ロ 

7 8 9 

ロロ ロ 

+10 0 
ロ ロ 

リモコン 

( RC -289 C ) 


リモコンの数字ボタンを巧して巧蚕 
を指定ずる 

指定した巧の再生び始まります。 


A - 日33に付属のリモコン （ RC -613 S ) の 
お a ■ 

10曲目を選ぶには國を押します。 

] 2曲目を選ぶには國、國、國と巧します。 
20曲目を選ぶには國、國、國と押します。 

別売の CD 専用リモコン ( RC - 吕8日 C ) の場 

A ■ 

口. 

10曲目を選ぶには!^对甲します。 

12曲目を選ぶには□、ろ、ろと巧します。 
2日曲目を選ぶには□、□、□と押します。 


























CD を再生する 



リモコン リモコン 

( RC -613 S ) ( RC -289 C ) 


メモリー再生停止中に►►ボタンを巧ず 

►►ボタンを巧すたびに予約順に予約内容び表示されます。 


すべての予約を取り消ずには 



リモコン リモコン 

( RC -613 S ) ( RC -289 C ) 


メモ U — 

MEMORY ボタンを巧ず 

予約びすべて取り消され、メモリー再生は解除されます。 
表示部の MEM 日 RY 表示び消なします。 

• ^モ U —再生十ランダム再生中は、ランダム再生を解除 
してか5予約を取り消してください。 

オーフン/クローズ 

• A ボタンでディスクトレイを開くと、予約はすべて取り 
消されます。 



再生中の予約について 

• 通常再生中に MEM 日 RY ボタンを巧すと、再生中の曲が1曲 
だけ予約されます。 

• メモ U —再生中は、数字ボタンで予約を追加することびでさ 
よ9 〇 


に曲目：國、国、國と押します。 
20。目：國、國、圏と巧します。 

RC - 吕 83 C ①場合： 

10曲目：^2^を巧します。 

12巧目：□、ろ、ろと押します。 

20巧目：□、□、ろと押します。 



W / W ボタンでち予約巧を選ぶことがで 
きます。この場合は、予約巧を選んでか5、 
MEMORY ボタンを巧してください。 


7 


予約を間違えたときは 


; 


B 


リモコン リモコン 

( RC - 白 13 S ) ( RC -289 C ) 

CLEAR ボタンを巧ず 

巧すたびに最後の予約巧か5順に取0消されます。 

予約を確かめるには 


3 


リモコン 

( RC -613 S ) 


►ボタンを巧し、再生を始める 

■>< モ U —再生び始ま0ます。 

メモリー再生を止めるには 

■ボタンを押して<ださい。このとさ予 
約内容は記憶されています。 


リモコン 

( RC -289 C ) 


ディスクの中の聞さたいを選び、聞さたい順に再生します。 
予約でをる巧数は2己巧までです。 


クリア 

CLEAR 

ボタン 


ft 夕 



3 


リモコン ( RC -613 S ) 


ボタン 


ろ fcl 


とだ 


挡ゴ U 一 
巨]己)!□ご] 


1 1 1 rjEXT SELECDOfJ 

RANDOM 

1 口 

DISCI DieC2 DISC 3 

ロロ ロ 

DieC4 Diecs DISCS 

ロロ ロ 

S と- 

杉 

! 口 

捏 

ONlI 

叫 

ろろ恒) 

ロ ロ 1.1 ピ 

ろ占 j 匿 
肖 

■~。| 


抽匿！ 


3 


CLEAF 

ボタン 


-2 


別売の CD 専用 
U モコン ( RC -289 C ) 


メモリー 

停止中に MEMORY ボタンを巧ず 




表示部の MEMORY 表示び点灯します。 


リモコン 

( RC -613 S ) 


リモコン 

( RC -289 C ) 


ク 


四国〇回 
画画國国 
風 圓國 

V \ 


数字ボタンで聞きたい巧を選ぶ 

ボタンを巧すたびに予約に追力にれます。 

10巧目む上を還ぶには 
RC-613SCD^^ : 

10曲目： 〇を巧します。 


モ約再をする（メモリー再を) GE £ S | 

_ y 


ン扣ろろろ 〇義 
リ脚1口ろろち リ脚 
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CD を再生する 


順不同に再をする(ランダム再を) 巧至田」 1表巧部の情報を切り換える 


リピート 

REPEAT - 

ボタン 

ランダム 

RANDOM - 

ボタン 


1*1 

罔 


0 


を柄 


で ◎ 




ロロ ロロ I 


口 


DISC2 DISC 3 

ロ ロ 

I DISC A 田 SC 5 DISCS 

りロロ 


ロロ ロ 
ロロ ロ 
ロロ ロ 
ロ ロ I 


圏 I L 
圖 


ランダム 

-RANDOM 

ボタン 

リピート 

-REPEAT 

ボタン 


A- 日33に付属の 別売の CD 専用 

U モつン (RC- 613 S) U モつン (RC- 289 C) 


1^3 


リモコン 

( RC -613 S ) 

RANDOM 

I 


リモコン 

( RC -289 C ) 


ランダム 

RANDOM ボタンを巧ず 

表示部の RAND 日 M 表示び点灯し、ディ 
スクに入っている全曲を順不同に並べ変 
えて再生します。 

ランダム再生を解除ずるには 
もう一度 RAND 日 M ボタンを押して、 
RANDOM 表示を消します。または、 ■ 
ボタンを押して再生を停止してちランダム 
再生は解除されます。 


ランダム再生中 

曲勵こ自動的に3秒間の無音部分が入ります。 
メモ U- 再生+ランダム再生 
予約巧を指定して RAND 日 M ボタンを押すと、 
予約巧だけ剧し号不圆こ並べ変えて再生します。 

ごな意 

ランダム再生中に！◄◄ボタンで前の巧に戻 
ることはでさません。 





K 

ノ 


U ビート 

REPEAT ボタンを巧ず 

再生中に押すか、または停止中に押して 
から it ごボタンを押します。 

•全曲再生し終わったら、ディスクの始 
めに戻ってくり返し再生します。 

■卜再生を解除ずるには 
EAT ポタンを押して、 CD 表示を消 


lE ^ 


リモコン 

( RC -613 S ) 


リモコン 

( RC -289 C ) 


リピート再生 

REPEAT ボタ 
します。 


1曲だけをくり返すには 

先にくり返したい曲を予約 （1 巨ページ）し 
て、 U ピート再生します。 

メモ U- 再生+リピート再生では 
予約巧だけび予約順こくり返し再生されます。 
ランダム再生+リピート再生では 
全曲の再をび終了するたびに、あらためて順 
序を入れ誓えて、くり返し再生されます。 


再生中に本体または A -933 に付属のリモコン （ RC -6 1 3 S ) 

ディスプレイ 

の□に PLA 丫ボタンを押すと、表示部の情報を切り換える 
ことびでさます。 



D ほ PLAY ボタン 



ディスプレイ 

D に PLAY ボタン 


A- 933 に付属の 
U モコン (RC- 613 S) 


ディスプレイ 

D^Y 再生中に D 旧 PLAY ボタンを巧ず 

ボタンを押すたびに表示部の情報び次の 
い ように切り換わります。 

または 例： 2曲目再生中 


^display]) 


リモコン 

( RC -613 S ) 


再生中の曲の経過時間 



再生中の曲の残り時間 (REMAIN) 



デイスクの総残り時間 (TOTAL REMAIN) 












































困つたとをは 


まず下記の巧客を確認してみてください。接続した他機に原因びある場合ちありまずので、他機の取扱説明書ち参照しな 
び5あわせてご確認ぐだをい。 

電源 

電源が入5ない 

•電源プラグびコンセントから抜けていないか確認してください 。 US ページ〕 

ディスクの再生 

ディスクの再生ができない_ 

•ディスクはディスクトレイに正しくセットされていますか？ 

ディスクの印刷面を上にしてディスクトレイに置いているか確認してください。 C 14ページ） 

• ディスクはミちれていないか確認してください。 C 1 1ページ） 

•本機で再生できるディスクかどラか確認してください。 C 1 1ページ） 

•結露しているおそれびある場合は、本機の電源を入れて約]時間放置してからご使用ください。 C 1 1ページ） 
ディスクの再生順序通りに再生でさない 


• 1」 ピー ト再生、^モ U —再生、ランダム再生等の特別な再生 モー ドを解除してください。〔1目、17ページ） 

選 ffl 時間(指定の m を探し出ず時間)が極端に長い 

•ディスクびミちれていませんか？ディスク表面をクリーニングしてください。ディスクにキズびある場を、ディスクを取 
0誓えてください。 C 1 1ページ） 

巧をメモリーさせることがでさない 

•ディスクは正しくディスクトレイにセットされていますか？ディスクにない巧番を^モリーさせよラとしていませんか？ 

〔1目ぺージ ） 

メモリー再生/解除がでさない 

•ランダム表示は点灯していませんか？ RAND 日 M ボタンを押してランダム再生を解除してか5方モ U —再生/解除を行っ 
てください。 C 17ページ） 

複製制限機能（コピーコント□-ル機能）のついた音楽用 CD の再生 
再生時に雑音が入ったり、音瓣びずる/ディスクを認識せず 「 NODEC 」 の表示が出る/1巧目を再生しなし V 頭出しに通 
常よりも時間びかかる/巧の違中か5再生ずる/再生でさない箇所がある/再生の途中で停止ずる/誤表示ずる 

•再生しているディスクは複製制限機能（コピーコント□-ル機能）のついた音楽用 CD です。コピーコント□-ル機能の 
ついた音楽巧 CD の中には、 CD 規格に合致していないものびあ0ます。それ5は、特殊ディスクのため、本機で再生で 
さない場合びあ0ます。 

曰 口 

再生しているディスクの音声が出てこない_ 

•接続コードびしっかり差し込まれているか確認してください。〔13ページ） 

•接続した機器の入力端テや入力設定を聞違えていないか確認してください。 

•アンプのボリュームげ最ルになっていないか確認してくださし、。 

雑音が出る 

•他のデジタル機器か5影響を受けている可能性びあります。一度、周辺機器の電源スイッチを切って、雑音源を確かめ 
ておてくださし、。 そのラえで本機を雑音の出る機器か5離してください。 

リモコン 

本体のボタンは働くが、リモコンのボタンが働かない_ 

•電池を2本とち新しいちのと交換してみてください。 I ；10ページ） 

• U モコンと本体の間が離れすざていませんか？ U モコンと本体の間に障害物びあ0ませんか？ CIO ページ） 

•本体の U モコン受光部に強い光（インバータ堂光灯や直射日光）び当たっていませんか？〔10ページ） 

•オーディオラックのドアに色付さガラスを使っていたり、装飾フィルムを貼っていると、正常に機能しないことげあり 

ます。〔10ページ） 

• A - 目33に付属の U モコン旧 C - 目 13 S ) を使用する場合、ケーブル、才ーディオ巧ピンコードを正しく接続してくだ 

さい。〔13ぺージ） 

A -933 (アンプ）と組み含わせる場合 
音が出ない/システム機能が働かない/リモコンが働かない 

• A -933 の MAIN IN 機能び働いていないか確認してください。詳しくは A -933 の取扱説明書をご覧ください。 


•本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していますが、ごくまれにが部か5の雑音や巧害ノイズ、ま 
た静電気の影響によって誤動作ずる場合がありまず。そのようなときは、電源プラグを巧いて、約10秒 1 U 上放置して 
か5電源プラグを接続してください。 


•製品の故障により正常に録音できなかったことによって生じた損害に D レンタル料等）については保記巧象になりま 
せん。大事な録音をずるとをは、あ5かじめ正しく録音でをることを確認の上、録音を巧ってください。 
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主な仕様 


電源-電圧 

ACIOOV 、 已0/目 OHz 

消費 電力 

12 W 

待機時電力 

0.9 W 

最大がお寸法 

吕7巳（巾畐 ） X 103(高さ ）X 304(奧行 ) mm 

質 量 

4.5 kg 

許容動作温度/湿度 

己〜3己で/己〜8己％ (結露のないこと） 

再生可能ディスク 

CD 

周玻数特性 

已 Hz 〜 20 kHz 

S N 比 

11日服 

ダイナ S ックレンジ 

96服 

全高調波重率 

0.003% 

出力電圧/インピーダンス 

-22 .已服 m (光デジタル出力） 


2.0 V ( rms )/470 Q (アナ□グ出力） 

仕様およびが観は、性能向上のため予吉なく変更することびあります。 

修理にごいて 


■保証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お買い上 
げの隙にお受け取0 ください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただを、大切に 
保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰より1年間でず。 

■調子が悪いとさは 

意外な操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をちラー度よくお読みいただき、お調べ< 
ださし、。 本機政外の原因も考え5れます。ご使用の他の 
オーディオ製品ちあわせてお調べください。それでちなお 
異常のあるときは、電源プラグを抜いて修理を依頼してく 
ださし、。 

修理を依頼されるとさは、下の事項をお買い上げの販売 
店、または付属の「オンキヨーご相談窓□•修理窓口のご 
案内」記載のおおくのオンキヨー修理窓□までお知らせく 
ださし、。 

►•おち前 
^お電話番号 
^ご住所 

►製品る I C -733 I 
^できるだけ詳しい故障状況 


■オンキヨー修理窓□について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口 -修理窓□のご案 
巧」をご賣ください。 

■保話期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさは、商品と保証書をご持参 
ご提示のラえ、お買い上げの販売店またはお近くのオンキ 
ヨー修理窓□へご相談ください。詳細は保証書をご覧<だ 
さい。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはおおくのオンキヨー修理窓□へご相 
談ください。修理によって機能び維持でさる場合はお客様 
のご要望により有料修理致します。 

■補修用性能部品の保有期間について 

本機の補修巧性能部品は、製造打ち切り後最低8年間保有し 
ています。この期間は経済産業省の指導によるちのです。 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
品です。保有期間経過後でち、故障箇所によっては修理可 
能の場合びあ0ますのでお買い上げ店、またはおおくの才 
ンキ ヨー 修理窓 □へご 相談ください。 





ONKYO. 

71»3-11«巧を；1± 

本せ大阪お寝屋川巿日新町 2-1 干 572-8540 



http://www.jp.onkvo-com/ 
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